
モ ス ク ワの 外 国 人 村"

栗生沢 猛 夫
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モス クワ,バ ウマ ンスカヤ通 り。 ク レム リンか ら東北の方 向に4キ ロメー ト

ルはあろ うか。地下鉄アルバー ト・ボ クローフスカヤ線のバ ウマ ンスカヤ駅で

降 りて少 し歩 くと,ボ ゴヤヴ レンスキ ー総主教寺院が 見えて くるが,そ の東側

を南北 に延 びるのが この道路であ る。 それ は革命 家H.∂.バ ウマ ンか らその

名を得ているが,革 命前は ドイッ人通 り'HeMe皿KaHy測 耳aと 呼ばれて いた。か'

つ て,と 言 って も16・17世 紀 の ことであ るが,こ の 付 近 に ドイ ツ人村HeMe.

雌aHCπ060五aが 存在 して いたか らで ある。当時モスクワの市 街地 は現在のサドー
コリツオ　

ヴォエ環状線のあた りまで しか 達 して いなかっ た。 この環状線 は16世 紀 末以降,

モ スクワの最外辺部を囲んでいたゼ ム リャノィ ・ヴ デール とよばれ 弓土 塁が,

1816～1830年 に 撤去 された跡にっ くられた道路であ る。18世 紀40年 代 まで はこ

こがモ スクワ関税区の境界線にな っていた2)。 そ れゆえ ドイ ツ人村はモス クワ

市域外 に存在す る独立の居留地で あった。

ドイッ人村 はと ぐに,若 き日の ピョー トル(大 帝)が 足 しげ く通 った ことで

知 られて いる。彼 はここで スコ ッ トラ ン ド人の老練な軍人,バ トリック ・ゴー

ドンや ジュネーブ出身の 冒険家で,陽 気な フランッ ・レフォル トと知 り合い,
ゴ・

1)本 稿 は 北 海 道 大 学 ズ ラ ブ研 究 セ ン タ ー,昭 和59年 度 第一 回 研 究 報 告会(昭 和59年7

月19日)に お け る報 告 に 加 筆 ・修 正 した もの で あ る。(r歴 史 に お け る 人 物 とそ の環

境 』(「ス ラヴ研究 セ ンタ」研 究 報 告 シ リー ズ」Nα14,1984,3-10ペ ー ジ参 照)本 テ ー

マ に直 接 ・間 接 に関 連 す る史 料 ・'研究 文 献 は 非 常 に 多 い 。 本 稿 は そ の うち の一 部 に

依 拠 した 中 間 報 告 あ るい は大 雑 把 な 見 取 り図 に す ぎ な い 。

な お 文 中 の(1),② … は 脚注 番 号 で,1,H… は末 尾 に付 した地 図上 の外 国 人 村 の

番 号 を さす 。

2)ハ 爪ocKBa,∂HL其HKJIone1夏 賊窺.ハへ.1980,cTp.270.

〔1〕
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快 活で 八方 破れの異 数徒 たちと酒宴 を催 した。 ここで彼は西欧の技術と思想に

ふれ,軍 人たちか ら戦術 を学 び,西 方 の情勢 につ いて聞か された。またオ ラン

ダ人のテ ィンメルマ ンやゾ ンメルか ら幾何学,算 術,砲 術,航 海術,築 城術等

を学んだの も,ド イ ツ人 居酒屋の 可憐 な娘ア ンナ ・モ ンスに愛 を囁 いたの もこ

の村であ った3)。

ピ ョー トルの前半生に関 し詳細な伝記を著わ したアカデ ミー会 員 瓢.瓢.ボ

ゴスローフスキーは,若 き ピョー トルを魅了 した ドイツ人村の ことを次のよ う

に記 している。「そこには彼の飽 くことな き好奇心 に とって,い かに新 しく,

興 味深い,心 ひかれ る ものがあ っただろ うか!村 においては万事が,ク レム

リンの宮廷や修道院の儀式 とは似て も似つかなか った。そ こには もっと 自由な,

だ が もっと洗練 された慣習が支 配 していた。 村の人 々は集 中的に働 くことも出

来た し,余 暇をは るかに優雅な楽 しみに ささげ る術 も心得て いた。 だが こう し

たr夜 食』や 婦人 とダンスをす る夜会だけが ピョー トルを村へ ひきつ けたわ け

で はな い。彼 は村において,も っと真面 目な関心 をかきたて られた。 西欧の一

隅と しての村では,様 々な国籍を もつ住民た ちの議論や会 話の うちに,当 時西

欧で展 開 して いた大事件一一一 方で はル イ14世 と,他 方 ではオ ランダとイギ リ

ス(そ の玉座に オ ランダ統領 ウィ リアムが就 いたばか りであ った)と の間に行

われて い る,か の 執拗 な戦 い一一が反映せ ざるをえ なか ったの で あ る。4)」

このよ うに ドイツ人村 は ピョー トルにとって,さ なが ら 「モ スクワの東辺に

身を落ちっけた西欧の一 隅5)」 で あ り,「 文化砂漠のなかの ヨー ロッパの小 オ

ァシス6)」 で あ った。 それ は古 都 「ウラジー ミルが モス クワへ の第一歩 であ っ

3)ピ ョ ー トル と 西 欧,と く に モ ス ク ワ の ドイ ッ 人 村 と の 関 係 に つ い て 触 れ た 文 献 は 多

い 。 こ こ で は さ し あ た り,E.F.Sommer,"DerJungeZarPeterinder

Moskaue童DeutschenSloboda",JahrbUcherfUrGeschichteOstedropas.

(以 下JbfGOと 略 記)NF.Bd.V,1957,SS.67-105を 参 照 の こ と 。

4)厘 ・ルLBoroc♂ 【oBcKH盈 ・rleTpL1》 【aTepPfaπb【 江∬π6耳orpaΦ 蛋fKno瓦peA・BH・

Jle6e双eBa,OrH31940,T.1(=SlavisticPrintingsandReprintings,20

5/1,Mouton1969),ctp.116.

5)B.0.ク リ ュ チ ェ フ ス キ ー 『ロ シ ア 史 講 話 』(八 重 樫 喬 任 訳)3(恒 文 社,1982年)

314ペ ー ジ 。

6)n.H.瓢HみK)KoB,OqepKHnoHcTo四HpyccKo員 耳y沢bTypH,T.III,Bbln.1(20e
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た と同様に,ペ テルブル クへの第一歩 η」を意味 していた。彼は このよ うな ド

イツ人 村の住民 との 交際の中で,そ の近代化;欧 化路線に 目ざめていった。 ま

さに彼は 「モスクワか らドイツ人村へ,ド イツ人村か ら西 ヨー ロッパへ と巣立 っ

た8弓 ので ある。で は若 き ピョー トル に夢 と刺激を与えた このモス クワの外 国

人村 は,そ れ 自体どの よ うな歴史 をたどって きたのだろ うか。 ピ ョー トル以 前

の ロシアにおけ る外 国人の活動 と彼 らの ロ シア文化への影響 はどのよ うな もの

であ ったのだろ うか。 そ もそ も古 ルー シ社会は ヨー ロッパか ら切 り離 された閉

鎖的な社会 であ ったのだろうか。以下 には この ような問題を,モ スクワにおけ

る外国人村に焦.点を合わせなが ら考えてみたい。なお本 稿で外国人 とい うのは,

問 題の性質上,も っぱ ら西欧を中心 とする ヨー ロッパ諸 国民の ことを さす 。

2

ドイツ人村は後述のよ うに,す でに イヴ ァン雷帝 の治世 か ら存在 した。だが

ロシアにおけるヨーロッパ人の存在 と活動について考 える とき,実 は時代 を もっ

と遡 る必要が ある。個々の事例は除いて,確 実な,ま たあ る程度 ま とまった歴

史的現 象と しての ヨーロ ッパ人の活動にわれわれが 出会 うのは,15世 紀後半の

イ ヴァン三 世治世 の ことで あ る。 その意味で,C.Φ.プ ラ トーノブが その著書

『モ スクウ と西欧』(1926年)9)で,ま た新 し くは,E.ア ム ブル ガ ーが その

rロ シアの経済部門における外国人専門家の募集,15～19世 紀 』(1968年)1∩)

で,共 に15世 紀 後半 か ら叙述を始あてい るのは妥 当で ある。本稿で も,以 下に

まず15・16世 紀 にお ける白一 ロッパ人の活動につ いて見 ることにす る。 .

H3八.)Cn6.1903,cTp.104.

7)C.瓢.Co冴oBbeB,HcTop∬HPocc磁cApeBHe茸mHxBpeMeH,KH.VII,Ml.1962,

CTP.173.

8)TaM}Ke,cTp.469.

9)CΦ.rl煎aToHoB,ハ へoclくBaH3ana双,Bep,覗H1926(=EuropePrinting,The

Hague1964),こ れ が 同 著 者 のMocKBaH3anaABXVI-XVIIBB.JI.1925・ と 同

じ著 書 か ど う か 筆 者 は 確 か め ら れ な か っ た 。

工0)E.Amburger,DieAnwerbungauslandischerFachkraftefUrdieWirt-

schaftRuBlandsvom15.bisins19.Jahrhundert.Wiesbaden1968



4 人 文 研 究 第69輯

イヴ ァン三世の宮廷にはギ リシア人やイ タ リア人 などの外 国人が多数仕えて

いた。た とえば,イ ヴァン三 世 とビザ ンツ最後の皇帝 の姪 ゾエ(ソ フ ィア) ,と

の 婚姻に際 し,ロ ーマ教皇庁が 重要な役割を果た したこ とは広 く知 られて いる

が11),モ ス クワ側の交渉団の なか に,イ ヴ ァン ・ブ リャージン(ジ ャンーバ ティ

スタ ・デラ ・ヴォルペ),そ の甥の ニコロ ・ジスラル ディ,ヴ ォル ペの 別の親

戚 アン トニオ ・ジスラルディ(ア ン トン ・ブ リャージン)と カル ロ ・ヴ ォルペ,

さらにギ リシア人ユー リー(ゲ オルギオス ・ペル カンコー テースか)な どが 入 っ

て いた12}。1472年,ゾ エはイヴ ァン ・ブ リャー ジンに案内 されてモス クワ入 り

したが,そ の とき多数の ギ リシア人 やイタ リア人の随員 を伴 って いた ことは言

うまで もな い。

この時期 とくに活発だ ったのはイ タリア との 関係であ った。 ロ シア側 は15世

紀 後半だけで11回 の 使節団を イタ リ,ア各地 に派遣 したと言 われて いる13}。 なか

で も技術者の募集を 目的 とす る使節団が 多か った。 い くつか の例 をあげよ う。

1474年,上 記 アン トン ・ブ リャー ジンは ロシア人 セ ミョー ン ・トルブー ジン

とともに イタ リアに赴 き,モ スクワ ・ク レム リン内の崩れ落ちたばか りの ウス

ペ ンスキー寺院再建のための建築家を募集 してい るが一一 アム ブルガーは これ

を近代 ロ シアにおける 「最初の真の募集旅行」 とよんでい る14》一 一,こ の とき

に応募 して モスクワにや って きたのが,ヴ ォローニ ャ出身の有名なア リス トー

11)拙 稿,「 モ ス ク ワ第 三 ロ ー マ理 念 考 」,金 子 幸 彦 編rロ シ アの 思 想 と 文 学 』,恒 文 社

1977年,42-43ペ ー ジ,ま た 中村 喜 和,「 ゾ エの 結 婚 一 ロ シ ア にお け る 『ビザ ン ツ の

遺 産 』 に ふ れ て 」,『一 橋 論叢 』84巻6号(1980年)を 参 照 の こ と。

12)以 下 の 叙 述 は特 に 断 わ らな い 限 りは上 記Amburgerの 著 書 第 一 章 に よ って い る。

なお 「ブ リャー ジ ン」 とは 当時 の ロ シアで イ タ リア人 な い し一 般 に南 お よび 南 東 ヨー

ロ ッパ 人 を さ す語 で あ る 。

13)B.レLPyTeH6epr,``レITa孤b∬HcKロeHcToqHHKHocBH3axPocc}iπKI・ITaπHHB

XVB.",BKH.:Hccπe江oBaHKπnooTeqecTBeHHoMyHcToqH班KoBe双eHKK),瓢.-JI.,

1964,cTp.46215世 紀 の ロ シア ・イ タ リァ関 係 につ い て は,
,さ らにH.C皿apKoBa,

``3aMeTK睦opycc耳o塑Ta孤b兄HcK}ixoTHo田eHH牙xXV ・nepBo曲TpeT班XVIB .",B:

CpeAHKeBeKa,BHH.34,M1971,cTp.20レ212=松 木栄 三,「 ロ シア=地 中 海 関係

史 の 一 側 面 一15世 紀 の ロ シァ とイ タ リァ 人 一 」,『地 中 海地 域 に お け る集 落形 成 の諸

問 題』(一 橋 大学 地 中 海研 究会,1980年)43-54頁 を 参 照

14)Amburger,Anwerbung,S,14.
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テ レ ・フィオラヴァ ンティ(ロ ドル フォ ・フィオ ラヴ ァンテ ィ ・デ リ・アルベ

ルデ ィ)で あった。彼は息子のア ン トニオ と弟子 の ピエ トロを伴 って モス クワ

に現れ11475-1479年 に はウスペ ンスキー寺院を現在の形に再建 し,さ らに大

砲,鐘,貨 幣等の鋳造に従事 した。・彼は また1478年 に,モ ス クワ軍が ノヴ ゴロ

ドに進軍 したときに,ノ ヴゴロ ド市内を貫流す るヴ ォルホ フ川に船橋 をか けた

だ けでな く,トヴェーリに進軍 したモ スクワ砲兵隊の技術顧問と して も活躍 した。

また14$6年 にはギ リシア人ペルカ ンコーテースが,1488年 に はデメ トリオ ス ・

ラー レフとマ ヌエル ・ラー レフ兄弟が イ'タ リアに派遣 され た。 その結果,ミ ラ

ノの建築家マル コ ・ル ッフ ォとピエ トロ ・ア ン トニ オ ・ソラー リ,リ ューベ ッ

ク出身の医師で 天文学者の ニ コラ ウス ・ブーロウ,ロ ーマの銀細工師 ク リス ト

フォロと二 人の弟子,ユ ダヤ人 医師 レオな どが モスクワにや って きた。 この う

ち ブ「 ロウはノ ヴゴロ ド大主教 ゲ ンナー ジーの願いで暦学専門家 として働 き,

後 にはモス クワで宮廷 医師となった。 ソラー リとル ッフォは ともに ク レム リン

の城壁 ・城 門の 建築 にあたるとと もに,ク レム リン内のル ネッサ ンス風 グラノ

ヴ ィー タヤ宮 殿を建設 した。

1499年 に はデメ トリオス ・ラー レフが ロ シア人 ミ トロファ ン・カラチャーロ

フ とともにイ タ リアにむか い,多 数の職人 を雇 いいれた。職人の家族 も加えて

一大 キ ャラバ ンとなった一行 は
,モ スクワへの途上 モル ダヴィアで,モ ス クワ

に敵意 を もつステフ ァン公に よって抑留 され,解 放後今度は ク リミアで メング

リ・ギ レイ汗によって捕 え られ,1504年 の11月 に な ってや っとモ スクワに到着

した。一 隊のなかには,ク レム リンの アルハ ンゲ リスキー寺院や モスクワ市内

.の い くつかの大寺 院を建立 したフ ロイ ジオ ・ヌオーヴォがい たし(彼 は ク リミ

ア抑留 中に も汗 のためにパ フチ ・サ ライ建築工事に従事 して いた),ク レ ム リ

ンの大 鐘楼"イ ヴァン ・ヴェ リーキー"を 建築 したボ ン ・ブ リャー ジン,プ ス

コフの城壁を補修 したイヴ ァン ・ブ リャー ジン(上 記の 同名人物 とは別人)な

ど も加 わ っていた。

彼 らは多 くの場合 多額の報 酬を得たが,そ の境遇 は必ず しも恵 まれ たもの と

は限 らなか った。た とえば,医 師 レオは1490年 の 初 めに モスクワに到来 し,同
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年の4月22日 に は首 を刎 ね られて いる。彼が大公の息子 イヴ ァン ・マ ラ ドイの

病 いを癒す ことに失敗 したか らで ある。 また フィオ ラヴ ァンテ ィは後 に帰 国を

願い出たが,か えって その ために 財産 を没収 され,投 獄 されて しま った。大公

の下での勤務は必 ず しも安全で はなか った,と いうことにな るが,事 情は彼 ら

の本国において もそ う変 らぬ もので あ った ことを忘れ るべ きではあ るまい。

以上 は主 と してモ スクワ国家によ るイタリアにおける募集の例であ る。同様

の募集は言 うまで もな く,他 国で も行 われた。 とくに ドイツ各地 における募集

の例が知 られて いる。た とえば,前 述の ゾエ とともにモス クワ入 りしたギ リシ

'
ア人ゲ オル ギオス ・トラバニオーテ三 スは,そ の後何度 かの 募集 旅行を ドイツ

諸地方で行 って いる。 ヴァシー リー三世治世の1513年 に は,神 聖 ローマ皇帝マ

クシ ミリア ンー世が,ザ クセ ン人 ク リス トファ ・シュ ラィニ ッツを代 理人 とす

るモスク ワか らの要 請に応 じて,一 団の歩兵,火 器 ・攻城具 製造 職人 また土木

専門家を リューベ ック経由で送り出 している15)。マ クシ ミリア ンの使者 フォ ン ・

7ヘ ルベル シ
ュタインが最初のモスクワ訪問を終えて帰国 した際(1517年)に も,

ロ シア人 のプ レ ミャンニ コフとイス トマ ・マール イが随伴 し,5人 の 大砲鋳造

職人を雇いいれている。

イヴ ァン四世政府 も外国職人 の招聴に熱心で あった。 なかで も若 きツ ァー リ

の意を うけたハ ンス ・シュ リッテの募集活動 は興味深 い。 ゴス ラーの商人 シュ

リッテは,穀 物買付のためにノヴゴロ ドにやってきたが,都 市代官 交代の とばっ

ちりで商品を受け取 ることが で きず,苦 境を打 開す るために1546年,モ スクワ

にや って きた。翌年彼は ツァニ リの要請を うけて,ア ウグスブルグに皇帝 カー

ル五世を訪れ,モ スクワの ツァー リのために,「 ドク トー ル とあ らゆ る種 類の

技能の親方衆」の募集許可を得た。 この とき彼は ツァー リの全権大使で あるか

の ように振舞 い,正 教 とカ トリックの合同を提案 して皇帝の歓心 を買ったのだ

が,大 砲鋳造職人や軍人 まで も募集す るつ もりであ ることは打明けなか った。

15)Siehe,E.F.Sommer,"DieAnf琶ngederMoskauerDeutschenSloboda"

DeutschesArchivf且rLandes-undVolksforschung.Bd,V,1941,S.

423.
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こうして彼は,外 科医,薬 剤師,建 築家,大 工,築 城職人,武 器工,鉱 山師,

時計職人,紙 職人,金 細工師,法 律家,行 政専門家等123人 を雇いいれた。そ

して一説では,同 時に800人 の ドイツ人傭兵をも募集 したという。だが彼の計

画は最後の段階で失敗 した。対ロシア貿易における独占が破れることを恐れた

リューベック市当局が,モ スクワの強国化に不安を覚えた レヴァル(現 タリン)

市当局やリ.ガ大主教ヴィルヘルムら各方面か らの警告や要請をうけて,シ ュ リッ

テ「行の出港を拒み,彼 を拘禁 したか らである。シュリッテのような例は他に

も知 られて いるが(た とえばバ イエル ンの商人 ヴェイ ト・セ ングの例),そ れ

は,モ スクワにおいて西欧の技術者の招聰を商売の一環として請け負うことが

すでに可能となっていたことを示 してし、る16}。

3

モスクワに現われた外国人は当初クレム リン内に居住 していた。だがやがて

数が増えるにつれて,市 内のあちこちにある程度まとまって住みつ くようにな

る。外国人村はその延長線上に成立す るm。

16)E.Donnert,RuBlandanderSchwellederNeuzeit,DerMoskauerSta-

atim'16.Jahrhundert,Berlin,1972,SS.316.320.

17)な お 以 下 に モ ス ク ワ に お け る ド イ ツ 人 村,そ の 他 の 外 国 人 村 を 直 接 に 扱 っ た 文 献 を

あ げ て お く。C、K.BoroHB』eHcK舶,"瓢ocKoBcKaHHeMe皿Ka牙c註060双a",B:

レ13BecTu旺AHCCCP.CepK兄KcTopH乳 獄 Φ盟πocoΦu兄.1947,T.4,施3,cTp.

220-232;E.A.3B兄mHueB■ ℃ 』060双blKHocTpaHueBBMocKBeXVILBeKa"

B:HcTop耳qecK賜 負)KypHa顕,N壺
.2-3(1944),cTp.81-86;B.B.HeqaeBa,``レIHo-

3McKiHcπ060八b!B瓢ocKBe",Bc6.:MocKBaBee叩ouMoMHHacTo兄 皿eM,

T,II.q.2,酬.1910,cTp,18-43;B.CHerHpeB,瓢ocKoBcKHec」lo60AH,Ml.1956

(と く に第6章).さ ら に 注15に あ げ たSommer,"Anfange…"は ス ム ー タ 期 ま

で の 外 国 人 村(と く に ドイ ツ 人 村)に つ い て 詳 し く扱 っ て い る 。 な お 最 近 ア メ リ カ

で 出 た 博 士 論 文M.Lahana,NovajaNemeckajaSlovoda-Seventeenth

CenturyMoscow'sForeignSuburb,NorthCarolinaUniversity,1983

は 残 念 な が ら 参 照 で き な か っ た 。

ま た16・17世 紀 ロ シ ア に お け る 外 国 人 の 地 位 な い し そ の お か れ た 状 況 に っ い て は

さ し あ た り 以 下 を 参 照 さ れ た い 。A.Jlanno一 双a㎜meBcK曲,"HKo3eMuHBPoccH∬

BUapcTBoBaHKeハ へHxaHπaΦeAopoB班qa",B:>KypHaπ ハ圧KHHcTepcTBa

HapoAHoronpocBe田e}刷H(以 下>KMHnと 略 記),1885-X,cTp.66-106;A.

nbmK旺,``HHo3eMuHBハ 伍ocKoBcKo銑PoccKガB:BecT冊KEBpo肛H,1868-1,
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モ スクワ最初の外国人村は,お そ ら く16世 紀 初頭 に形 成 され た。ヘ ルベ ル

シュタイ ンに よれ ば,ヴ ァシー リー三世 に,リ トワ人 その他の外国人か らな る

約1500人 の 歩兵部 隊を抱えてい たが,彼 らはザモスクヴォ レーチエ地区にま と

まって住 んで いた。 タタール人の襲 撃路 にあたる,モ スクワ川の いわゆ る 「ク

リミア浅 瀬」の付近で ある。 この聚 落は 「ナ リゴ(そ こか ら 「ナ レイキ」 ない

し 「ナ リフキ」)と 呼ばれたが1,そ れ は住民の間に頻繁 に言 い交わ され て い

た,「 一 杯つ いで くれ!」Ha配 配 か ら来て い た とい う。 住民 に 自由 な飲酒

(蜂 蜜酒やビールなど)が 認め られていた ことと関連が あった。凶(ロ シア人 には

祝 日等に しか認め られていなか った。)ナ リフキ は16世 紀 後半 に は消滅 した 。
の

その理由については諸説が あ る。1571年 の ク リミァ汗 デ ヴレ ト・ギ レイ軍の襲

撃の際に破壊 されたとするもの,ま たモス クワ住民の軽蔑の 目差や彼 らとの様々

な不快事に耐え きれずに別の場所へ移転 した とす るものな どがあ る。だが外 国

人傭兵の ロシァ女性 との通婚に よる ロシア化,16世 紀 中葉に創設 された ス トレ

リツィ,部隊の居住区への吸収,さ らに ドイツ人村の成立 とそ こへの移住につい

て説 くn.H.ミ リュ コーフの説が 妥 当の よ うに思われ る19)。

ドイッ人村 はイヴァ ン雷帝期に成立 した2の。雷帝は リヴォニ ア戦争中に捕虜

とした リヴ ォニア ・ドイツ人の多 くをモスクワに護送 させ,ヤ ウザ川右岸に住

まわせた 皿。厳密な成立年代は不明で ある。村 はヤ ウザ川 と コクイ川(チ ェチ ョ

ー ラ川支 流)の 間に位 置 して いたので
,長 い間コクイない しククイとも呼ばれ

cTp・255-296;A・ 瓢y皿K)K湘,"OcBo60江e・npxe3皿aKHocTopaHUeBBMoc-

KoBcKoerocyAapcTBo",B:)KMHn
,1908-V,cTμ57-81;M.Woltner,"Zur

lF
ragederUntertanenschaftvonWFesteuropaerninRusslandbiszurZeit

PeterdesG・ ・ssen・inschliessli・h"i・ ・JbfGO
,Bd・ 皿 ・1938,SS.47

-60;M .Szefte1,"ThelegalconditionQftheforeignmerchantsin

Muscovy",inhis:RussianInstitutlonsandCultureuptoPeterthe

Great,London1975,pp.335-358.

18)ヘ ル ベ ル シ ュ タ イ ン の 『モ ス ク ワ 事 情 』 に つ い て は
,と り あ え ず 次 の も の を 利 用 す

る 。SigismundzuHerberstein,R6isezudenMoskowitern1526
,Hrsg,

u,eingeleitetvonT.Seifert,MUnchen1966
,'SS.142,167-168,ま た

Sommer"Anfange…",SS.423-425を も 参 照 。

19)瓢HJ[K)KoB,yKa3.coq.cTp,104.

20)Sommer,"Anfange…"S.430f.が 詳 し い 。
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ていたが,こ れは蔑称であった21}。この村の住民も生計の維持のために酒類の

醸造権 ・販売権を認め られていた。 もちろん手工業に従事する者もいたし,な

かにはヤウザ川を堰止めて水車小屋を建て,製 粉業を営む者もいた。村の規模

は,あ る同時代人の伝えるところによれば,約150戸 であった22}。村にはナル

ヴァ通 りやデルプ ト通りのように住民の出身地を示す道路があった23)。だが村

は十分に 「西欧的」な居住区には発展 しなかった。建物はすべて粗末なモスク

ワ風の茅屋であった。イヴァンは明らかに住民らを軍人として,ま た技術者,

商人として利用しようと考えて,彼 らを優遇した。だが彼 らは高慢で,生 活は層

奢修 に流れ,モ ス クワ市 民の反 感をか うばか りで,ま った く役に立 たなか った

ので,業 をにや したイヴ ァンは村 内のルター派教会(KHPKa)24)を 破 壊 し,家 々

を略奪 し,住 民 を厳 寒の 中,裸 で 追い出す ように命 じた という。1578年 な いし

1580年 の 冬の ことで ある25)。

ドイ ツ村 はその後 間 もな く再建 され たよ うにみえ る。 ポ リス ・ゴ ドゥノブ帝

は外 国文化 崇拝者 として知 られて いるが26),彼 の 治世 に皇女 クセーニヤの花智

としてモス クワ入 りしたデ ンマー ク王子 ヨハ ンセ ンの 同行 者の一 人 は,「 モ ス

21)川 の 名 に 由 来 す る コ ク ィ が 蔑 称 と な っ た 経 過 に つ い て は オ レ ア リ ウ ス が よ く伝 え て

い る 。See,・TheTravelsofOleariusinSeventeenもh-CenturyRussia
,

TranslatedandeditedbyS.H.Baron,StanfordUniv.Press
,1967。

p.280.さ ら に 同 ペ ー ジ の,訳 者S.H.Baronに よ る コ メ ン トを も 参 照 の こ と 。

22)Boro兄B誼eHcKH益,"HeMe以KaHcm60Aa",cTIL220リ ヴ ォ ニ ア 戦 争 中 に ロ シ ア 側

に 捕 え られ た リ ヴ ォ ニ ア 人 の 数 は,1564年 だ け で3000人 は い た と 言 わ れ て い る 。 ゾ

ン マ ー は 総 数 で10,000人 は 下 らな い と 考 え て い る 。 几UBeTaeB,npoTecTaHTcTBo

HHpoTecTaHTHBPoccHH
,AognoxHnpeo6pa30BaHK直,q.1,B:qTeHHHB

HMnepaTopcKOMO6皿 其ecTBeHcTopH亘HIIP(珀HocTe藪PoccH薩cKHxnp耳1VlocKo-

BcKoMyHMBepcKTeTe(以 下qOH瓜pと 略 記)1889,KH.4,cTp.38;Sommer,
"Anfange …"SS .426-427;H皿aToHoB,M、ocKBaH3a∬a双,㏄p.21.

23)L裂BeTaeB,npoTecTaHTcTBoHnpoTecTaHTbl,q.1,cTp.'241

24)1575年 末 か1576年 初 に 建 て られ た モ ス ク ワ で 最 初 の ル タ ー 派 教 会 で あ る 。 建 立 を め

ぐ る 情 況 に つ い て は,几UBeTaeB,1`rlom》KeHKenpoTecT餌ToBBpoccKH双o

neTpaBe測Koro"(1),B:XくMHn,1883-IX,cTp.72-74;ero}Ke,npoTecTaHT-

cTBoHnpoTecTaHTbLq.1,cTp.42-46.

25)Sommer,"Anfange…"SS.433-436に 詳 し い 。'

26)n∬aToHoB,瓢ocKBaH3aπa八.cTp.40に よ れ ば,彼 は 史 料 的 に 確 認 さ れ て い る だ

け で9人(リ ュ ー ベ ッ ク へ5人,イ ギ リス へ4人),一 説 に は18人(英 独 仏 へ 客6
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クワの町か ら南東(北 東か一栗生沢)の 方向ほとんど四分の一マイルのところ

に」,住 民が 「すべて ドイツ人」からなる村があり,村 内に教会を建て,「 ドイ

ツ人の信仰に従って生活することを」許されていた,と 伝えている2η。ついで

のことだが上記 ヨハ ンセンはモスクワ入りして間もな く病死 し(反 ポリス派に

よる毒殺の噂 もあった),そ の遺体は ドィッ人村め墓地に埋葬された。 ポリス

は王子の発病を悲しみ,回 復の暁には捕虜全員の釈放を約 したという28}。

ところで リヴォニア戦争との関連で もう一つの外国人村が成立 した。 リヴォ

ニア軍のスコットランド人傭兵が ,捕 虜となって,ヤ ゥザ河口に近いボルヴァ

ノフカ地区に集められた。今日のタガンスカヤ広場付近であ脚 。 もっともこ

のスコッ トランド人聚落は長続きしなかったようで,彼 らの多くはロシア軍の

一部として出征 したり,国 境地帯での守備隊勤務についたりで,村 に定住する

ことが少なかったと言われている29㌔ フヨー ドル帝治世にもスコットランド人

兵士のいたことが確認されているが,彼 らの居住地にっいては知られていない。

いずれにせよ,や がて始まる大混乱期偏スムータ時代に,か りにそれまで存続

していたとして も,そ れは存在をや.めたであろう。事実 ドイツ人村の方は,と

くに偽ディミー トリー二世軍やポーランド・リトワ軍の侵入の最中に略奪され,

焼き払われた。住民は四散 し,一 部は潜称者の軍に,他 の一部はポーランド軍

内の ドイツ人部隊に紛れ込んだ。また多くの者が北方,ヴ ォログダやアルハン

ゲ リスクへ逃れ,そ めまま国外に脱出する者 もいた。廃嘘と化 したドイツ人村

はその後数十年間,住 む者もなく放置された。

人)の 留 学 生 を 派 遣 した 。 た だ し一 人 も 帰 国 しな か っ た 。 さ ら にAmburger,An-

werbung,SS.22-24を 参 照 。

27)瓜BacBaToBcTBaHHo3eMHHxロ 四HueBKpyccKKMBe汀 疏K置MKHH》K朋MBXVH

cTo・ πeTH班,qOH双P,1867,KH.4,cTp.21,

28)Boro∬BπeHcK匿 営,``HeMeI工Ka∬cπ0601【a"
,cTp.220-22工.

29)TaM}K6,cTp.221;UBeTaeB,npoTecTaHTcTBoKnpoTecTaHTH,q.1,cTp.240引

241.
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4

動乱時代が去 り,新 しい ッァー リ,ミ ハ イール ・ロマーノブが即位 した。モ

スク ワに平和が 戻った。 モスクワに はまだ反外国人 感情が 強 く残 って いた。だ
亀

が国家の再建と再軍備の必要性から,政 府は軍人,技 術者,職 人,商 人等の招

聰が急務であると考えた3m。 西欧人が徐々に,再 びモスクワの街に見 られるよ

うになった。だが彼 らの住む特別の居住区はもはや存在 しなかった。彼らは少

℃ずつまとまってモスクワ市内に住みついた。

そのうちドイツ人の多くは,マ ロセイカ(現 ボグダン・フメ リニツキー通り)

とボクロフカ(今 日のチェルヌィシェーフスキー通り)付 近に住みついた1▽。

ここは革命のときまで ドイッ人を中心とした外国人のお気に入りの居住区であっ

た。この地区には1638年 の世帯調査によれば,57戸 の外国人家屋があった(た

だし軍人を除いて)と いう39。 ドイツ人の他にここには,オ ランダ人やデンマー

ク人 も住んでいたが,と くに多かったのはイギリス人であった。この地区の一
　 アングリロスキ　　

角(エ ウフロフカ=現 キー ロフ通 り)に,お そら くは スムータ以前か ら,英 国
ドウヴオ　ル

会 館が存在 していたことが知 られて いる。英国会館はす でに前世 紀中葉か ら,

キ タイ ・ゴロ ドの ヴァル ヴァルカ(現 ラー ジン通 り)の 聖 マクシム教会 の傍 に

存在 して いたが,お そ らくイギ リス商人 の数がふえ るにつれて,エ ウフロフカ

に もつ くられた もの と考え られ る32)。た だ注 意すべ きは,彼 らはここで一 つの

閉鎖 的な居住区を形成 したわけではな く,ロ シア人の 間に混 じって,比 較的ま

30)現 に 口BeTaeB,rlpoTecTaHTcTBoHロpoTecTaHTH,q.1,cTμ248も 記 す ご と く,

1614年,ホ ル モ ゴ ール イに 居 た オ ラ ン ダ人 シモ ン ・ブ ー ス は モ ス ク ワ に住 む よ うに

招 か れ て い る。 だ が 当 初 は外 国 人 もま だ不 安 が残 る と い う 理 由で 後 込 み,デ ウ リノ

条 約(1618年)後 再 び 招 聰 に 応 ず るよ うに な る。す で に1622年 に は35戸 を数 え て い

た 。(TaM⊃Ke,CTP249)

31)Boro分B』eHcK曲,``HeMe賦Ka兄c』060双a",cTp221;3B分 田H取eB,`℃ 源060八H"cTp.

82.

32)E.3BHrHH1工eB.``AKM磁cKH員 双BopBjMocKBeXVIB!'B=HcTopHqecKH藍
覧
》KypHaπ,施10-11(1941),cTμ141-144.M.シ ェ フ テ ル に よ れ ば,1649年 ま

で に英 国 会 館 は モ ス ク ワ だ け で 三 つ に な って い た 。(Szefte1,"Thelegalcon-

dition",p.352)
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とまって住 んでいたにす ぎなか った ことで ある。

ところで1630年 代 か ら40年 代 にかけて数度モ スクワを訪れた ドイッ人 アダム ・

オ レア リウスは,モ スクワにル ター派 とカル ヴィン派の信者が千人 ほど居た と

伝えている33)。また上記1638年 の 調査はモスク ワ市全体に関す る ものではなか っ

たが(た とえばザモス クヴ ォレニチエや市の北 西部につ いて は抜 けてい る),

それ で も全部で180戸 の 外国人世帯を数 えてい る。C.K.,ボ ゴ ヤヴ レンスキー

は この数字を基に,モ スク ワ全体 では約250戸 に なる と推定 して い る341。 な る

ほどそれは,ボ ゴヤヴ レンスキー自身が 指摘す るように,当 時世 界で有数の大

都市に成長 していたモ スクワでは取 るに足 うぬ ものであったが(モ スク ワの全

世帯数の1%未 満),そ れ で も無視 しえない数 にな って いた とい え る。

さて1638年 の 調査簿か らは,ボ クロフカの居住区のほかに,さ らに二っの外

国人地区が知 られ るという。一 つはべ 一ル イ ・ゴロ ドの フロロー フスキエ(ミ
スロヴオダの

ヤスニ ツキエ)門 の外側,オ ゴ ロー ドナヤ 村 内にあ ったv。 この地 区に住む

外国人の数 は不明であ る。だぷ ここは一般に ドイツ人村 と もよば れ,「 洗礼 を

受 けて いない」,つ ま り正教 に改宗 していない ドイッ人が 住 み,ル ター派の礼

,拝堂 と司 祭の 家が あった ことが知 られて いる35)。,
スロヴオダ　

他はベール イ ・ゴロ ドの ス レーチ ェ ンスキエ門の外側,ペ チ ャー トナヤ 村

内にあ りVi,4軒 が 確認 されて いる。36}
ペレウコロク

以 上 の 他 に 知 られ て い る の は,ゼ ム リ ャ ノ イ ・ゴ ロ ドの ミ ョ ー ル トヴ ィ 横 町

(現 オ ス ト ロ ー フ ス キ ー 横 町)の 外 国 人 地 区(数 十 軒)で あ るW。 ボ ゴ ヤ ヴ レ

ン ス キ ー は こ の 地 区 を も ドイ ツ 人 村 と 呼 ん で い る が,詳 し い こ と は 分 っ て い な

33)TheTravelsofOlearius,p.278;千 人 か 千 家 族(戸)か を め ぐ って 解 釈 が

分 か れ て い る。 原 文 はTausendHaupterで あ る。 ク リ ュ チ ェ ー フ ス キ ー に い

た っ て は ル タ ー 派の み で1000家 族 い た と記 しで い るが(B,αKπK)qeBCK哺,CKa-

3aH四HHocTpa瓢eBoMocKoBcKQMrocyAapcTBe,neTporpaA1918,cTp.232)

これ は もち ろ ん極 端 で, 、こ こ はUBeTaeB,npoTecTaHTcTBo耳npoTecTaHTH,cTμ

250の 如 く,1000人 と考 え る べ きで あ る 。 もち ろ ん オ レア リウ スの 伝 え る所 が 事 実

で あ るか ど うか は 別 問 題で あ る 。

34)Boro分B皿eHcK励,``HeMeUKa兄cJlo60江a",cTp.222.

35)Ta胚 派e,cTp.221-222;3BHrKH皿eB,`℃ ∬060双bl",cT⇒.83.

36)3B5lrHH1エeB,`℃ 皿060AH',,crrp83,
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い37)o

もう一 つゴー リキー通 りに出 る小 グニ ェズ コー フスキー(前 ス ウェーデ ン)

横 町に,ス ウェーデ ン商館があ り照,ス ウェーデ ン人が 集ま って い売 ことも知

られ ている鋤 。

5

以上の ミハイール帝治世の外国人居住区は,そ の後いずれも順調な発展をと

げることはできなかった。それは何よりもモスクワ住民各層の反外国人感情に

起因 していた39}。たとえばモスクワの大商人たちは,外 国人に与えられた各種

の特権が彼らの商業上の利益を損うことに憤りを覚えていた4n}。またポサード

民たちも,税 金を免除されていた外国人の同一地区への居住は,彼 らの租税負

担額の増大につながるという理由で反対 した。外国人による土地や家屋の取得

が地価の高騰を招いたことも,住 民たちの不満をよび起 した4n。だが誰よりも

外国人に対する敵意を顕わにしたのは聖職者であった42}。彼 らは外国人を異端

37)Boro兄B』eHcK蝋,``HeMe皿Ka牙cπ060双a",cTp.222

38)3B5IrHH叫eB,``C丑060夙bI",cTμ83.

39)モ ス ク ワ住 民 各 層 の 反 外 国 人 感 情 と新 外 国 人 村 成 立 の 事 情 に つ いて は,と くにS.

H.Baron,"TheOriginsofSeventeenth-CenturyMoscow'sNemeckaja

Sloboda",in:CaliforniaSlavicStudies,V(1970)pp.1-17(=Baron,

MuscoviteRussia,London1980に 所 収)を 参 照 の こ と。

40)モ ス コー ヴ ィヤ に お け る外 国 商 人 の 法 的 地 位 に つ い て は,さ しあ た り,注(17)に

あ げ たM.Szeftelの 論 文 を 参 照 。17世 紀 の ロ シ ァ 商 人 が,様 々 の 特 権 を も つ 外

国商人 に対 し,い か に苛 立 ち,ま た途 方 に暮 れ て いた か は,モ ス ク ワ商人 た ちが ツ ァ

ー リに提 出 した1646年 の 嘆願 状 の なか の 次 の よ うな 言 葉 の うち に よ く現 われ て い る。

「我 らは外 国商 人 た ち と競 争 す る こ とが で きな い 。 彼 らは 富 んで お り,残 らは 彼 ら

と一 緒 に や って い くこ と はで き な い。 彼 らぽ 一 致 団 結 して 動 くが,我 らは そ うはで

きな い し,そ の力 もな い。 我 らが 自国 の 産 業 家 を 失 い,零 落 す る こ との な い よ うに,

外 国 人 の 競争 を 排 除 し,彼 らを国 内 の諸 地 方 や 都 市 か ら追 放 しな けれ ば な らな い 。

彼 らは海 港 にのみ 来 さ せ るべ きで あ る 。 ただ 諸産 業 の 経 営 は許 可 して もよ い だ ろ う。

ロ シ ァの 貧 しき 民 は 彼 らの 下 で生 き る 道 を得 るで あ ろ う。 我 ら も注 意 して み よ う。

も し万 事 うま く行 った な ら,我 ら も同様 に行 な お う。」、(CM.C.ComBbeB,"荊oc.

KoBcKHeKynuHBXVIIBeKe",B:CoBpeMeHHHK,71-10(1858),cTp.4401

41)Boro冊 孤eHcK曲,``HeMe耶a牙c』060Aa",cTp.222-224,

42)L【BeTaeB,``no旺o}KeH圃enpoTecTaHToB"(1),cTp.78-80;eroH{e,npoTecTaHT・

cTBoHnpoTecTaHTb鵡q,1,cTp69cπ.`
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とみなし,彼 らとの接触を魂の救済に有害なものと考えた。 ロシア人聖職者 ら

の反外国人感情は,と くに1643年 にモスクワの11人 の聖職者が ツァー リに提出

した嘆願状によく表われている。それによると,外 国人は住民から住宅や宅地

を高値で購入し,ロ シア人の使用人を雇い,自 宅で居酒屋を開き,正 教会の脇

に自分たちの礼拝堂を建てるなどしたので,「 これらの ドイツ人からロシアの

民にあらゆる種類の汚れがふりかか り」,正教教区に鉢 「人がいなくなってい

る」 という。嘆願者たちは 「ドイッ人」によってひきおこされる諸困難の除去

を願い,モ スクワ全域において外国人が ロシア人から住宅を購入 したり,担 保

にとったりすることを禁じ,彼 らが正教会の近 くに建てた礼拝堂を撤去するこ

とを政府に求めている43)。

聖職者をはじめとす る住民各層か らの以上の如き圧力に加えて,1648年 以降

燃えあがった市民の反政府運動 と宗教的熱狂が,政 府をしてついに,外 国人と

ロシア人の混住状態に終止符を打たせることとなった。すでに1649年 の 「法令

典」第19章40条 は,住 宅,宅 地の外国人への売却を禁止 しており,'外国人はゼ

ムリャノイ ・ゴロド外部にのみ住宅の獲得を許されるだけになっていたが44),

1652年10月4日,政 府は勅令45)により,モ スクワの外国人をロシア人住民か ら

隔離することにした。モスクワの外国人は四週間以内に彼 らの家を売り渡 し,

市外の特別区に移り住むように命令された。改宗者だけが市内に留まることが'

許された。

彼らに割りあてられた地は 「ボクローフスキエ門を越え,ゼ ム'リャノイ ・ゴ
スロヴオダ　

ロ ドを越 えたヤウザ川の ほとり」,す なわちバ スマ ンナ ヤ 村 や ボ クロー フス
セ ロ　

コエ村 と接す る ,旧 ドイツ人村が存在 した場所(正 確 に言えば,少 し北 東にず

れた所)で あったlx。 それは正式には 「新外国人村」HoBa∬HHo3eMcKa分

43)AKTHKcTopHqecKHe,co6pam{hIeHK3八aHHbleApxeorpaΦHqecKoK)Ko血MKcc窟eK),

T.III,Cn61841,N蔓36,cTp.114-115.

44)M.H.THxo瓢 即oBHn.n.E皿 ΦaHoB,Co60pHoey丑o冴 【eH紅e1649r.M1961,

CTP.236.

45)rlo汀Hoeco6paHHe3aKoロoBPoc㎝ 爵cKo益M轟mep駁 班,CepH兄1,エ1,♪ 西85,cTp

264.
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c加60江aと よばれたが,民 衆の間では新 ドイツ人村ない し単に ドイツ人村と'

よばれ,そ れがやがて公式文書などでも用いられるようになった。

先の勅令が短時日のうちに転居を強制したことで外国人たちに多大の困難を

強いたことは疑いない。だが政府のこの外国人隔離政策は,オ レアリウスも述べ

るように,外 国人にとって必ず しも否定的な意味をもっていたわけではない46)。

彼らは以後日常的な不愉快事を免れることができた し,集 団で住むことにより,

ロシア化の危惧 もうすれ,西 欧の風習 ・文化 も維持 しやす くなったか らであ

る4η。また勅令自体,厳 格に守られ,実 行されたわけで もなかった。政府は勅

令発布後一年半近 くたった1654年 にも,移 住を促す策を講 じτいる48)。また少

なくとも20人の有力な外国人医師,商 人が改宗 していなかったにもかかわ らず,

市内に留まることを許されている49}。か くてアレクセイ帝治世末には,市 内に

住む外国人の数は非常に多 くなっていたという5。)。

村の規模についてみょうg1665年 の調査によると,村 には全部で206戸 が存

在した。家屋所有者の大部分(70%)は 軍人で,他 は手工業者25,商 人22,牧

師,画 家,法 律家各3,医 師,薬 剤師各2,不 明3で あった。家屋所有者以外

の住民(つ まり間借生活者)は98名 いた。そのおよそ三分の二は奉公人であっ

た51)。村が最大規模を誇ったのは1670～1680年 代であったが,男 女合わせて

46)オ レァ リウス に よ れ ば新 外 国 人 村 に移 る こ と を 強 制 さ れ た ドィ ッ人 らは,こ れ は

「蟹 が 水 中 に 投 じ られ るζ とに よ って罰 せ られ た」 よ うな ものだ;と 言 って い た と

い う。TheTravelsofOlearius,p.281.ま た ク リュ チ ェ ー フ ス キ ー は 新外

国人 村成 立の 由来 を もっぱ ら外 国人 側 の希 望 に よ って 説 明 して い る。Kπ 田qeBCK励,

CKa3aHH兄,cTp.231-232.

47)た とえ ば,ロ シア人 と 離れ て住 ん だ こと に よ り,後 述 の 如 く信 仰 生 活 は 保 障 され た

し,や が て は 学 校 や 劇 場 も村 内 に 建 て る こ とが 許 され た 。HBeTaeB,HpoTecTaHT.

cTBoH1lpoTecTaHTH,q.1,cTp.222c諏.;CoπoBbeB,HcTopH兄PoccH員,KH.VII,

CTP.135-137.

48)He環aeBa,"HHo3e皿(眠Kecπ060双H",cTp.22

49)Boro冊 ハeHcK頁 茸,``HeMeuKa只c∬060Aa",cTp.231.

50)ア レクセ イ帝 期末 に モス ク ワに滞在 した ヤ ー コフ ・ロイ テ ンフ ェル スに よ る。(qo

一レ弧エ叉P,1905,KH.3,cTp.94),cf.Szeftel,`'Thelegalcondition",p.

355.note21。

51)以 上 の 数 字 はBoro冊 πeHcKH員,"HeMeUKaHc皿060八a",cTp.225に よ る』(cM.
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1500人 を 越え ることはなか った とい う52}。

村 には 「ヨーロヅパ のほとん どすべての国民」が住んで いた と言われてい る。

だが ドイツ語hochdeutschが 日常語 として用い ら.れていた こ と,ま た住 民 の

大多数が ドイツ風の服装を していた ことか ら判断 され るよ うに,ド イッ人が 多

数を 占めて いたことは疑いない。 これに次いで多かったのは,オ ランダ人,イ

ングラン ド人,ス コッ トラン ド人,フ ランス人などであった。間借生 活者のな 層

かに はポー ラン ド人,リ トワ人,タ タール人,・ トル コ人な どもいた53)。

と ころで これ まで断 りな しに,「 ドイツ人」HeMeWHeMqHHに つ いて述べ

て きたが,実 はこの語を簡単に ドィッ人 と訳す ことは誤解を招 く恐れが あ る。

轡と
いうの もHeMe夏 ≧ は,元 来 はHeMO最 に 由来 し,「 不 明 瞭な話 し方 をす

る人」,つ ま り外 国人一 般を さしたか らであ り,こ の 頃の 史 料に も 「イギ リス

系モ ェメ ッツ」:aHr刀 盈cK励HeMe耳,HeMe皿aHrπH勉Ko茸nopo双blと か 「ス

ウェーデ ン系 ニェメ ッツ」HeMe耳cBe恥Ko茸3eM』H等 々の表 現が よ く出て く

るか らで ある5%そ れ ゆえ この語には,ヨ ー ロッパ人,と くに北 酉 ヨー ロッパ

人一般の意味があったと考えるべきであり,こ の点に十 分に留意 して個々のケー

スを見て い く必要が ある。

新 ドイツ人村への移住にあた って,各 戸主 には一定の土地が分与 された。分

HcTop圏MocKBblB .【皿ecTHToMax,T。L瓢.1952,cTひ488)他 の 多 くの研 究 者

は 同 じ1665年 時 点 で204戸 で あ っ た とす る。 た とえ ばUBeTaeB,ロpoTecTaHTcTBo

HnpoTecTaHTH,可.1,cTp.256.は,軍 人142,職 人24,医 師2,薬 剤 師2,翻 訳

者3,商 人23,代 言 人1,牧 師3,「 外 国 人 」(?)2,ユ ダヤ 人1,不 明1の 計204

戸 と して い る。 さ らにHeqaeBa,"HHo3eMcKi∬cm60AH"cTP24;MH脚KoB, .

OqepKπ,T.III,BHロ.1,cTp.107;3B珊KHueB,"Cm60双H",cTp.83も こ れ に 律

っ て い る 。

52)瓢KπK)KoB,Oqep暉,T,IIIIBbm.1,cTp.107;Sommer,"DerjungeZar"S・70

53)L疋BeTaeB,``rloハoヨ 〈eHKeIlpoTecTaHToB"(II),cTp.67-68;Boro矧B汀eHcKH益,

``HeMe叫 解aHcみ060Aa"
・cTp225;K孤oqeBcK質 比CKa3aHH兄 ・c↑P・233・

54)IM.ΦacMep,9田Mo∬or四ecK曲c孤oBapbpyccKoro兄3b〔Ka,T.nl,瓢.1971,cTp.

62;H.H.Cpe3HeBcK画 員,ハへaTepKa諏H江 π牙c』oBapHムpeBHe-PyccKoro牙3HKa,

T.II,Cn6.1902(Graz.1955)cTp.486-487;TKxoMHpoB/EnKΦaHoB,

y刀o>KeH疏e,cTp,374ヨ.3BHr疏HueB,`℃ π060双 日",cTp.81;CHerHpeB,瓢ocKoB,

cK材ecπ060澗,cTp.201.時 代 が さ ら に 遡 る と,ロ ー マ 出 身 の ニ ェ ム ツ ィ 註eMuH

"oTpHM朋H"や イ タ リ ア 系 ニ
ェ ム ツ ィ Φp珊oB肝HeM恥1と い う の も 出 て く る 。
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与地の広さは,各 人のモスクワ国家に対する功績や勤務上の地位に応じて決定

された。たとえば,将 官と佐官級は800平 方サージェン(約3600平 方メートル)2

尉官級で450,准 士官一15Q,下 士官一80で ある。軍人以外では医師が第一 カテ

ゴリー,薬 剤師,金 銀細工師,金 銀モ7ル 職人等は第ニカテゴリーに入り,商

人,手 工業者,寡 婦は以前市内に持っていたのと同じ広さの土地を与えられた。,

以前市内に自己の家屋をもっていなかった者は48平 方サージェンしか与え ら

れなかった。家屋は,希 望する場合には,旧 所在地から国庫の費用で移送され

た55)。

住民の多くは,軍 人をはじめとして国家に勤務 していたが,給 与面で最も優

遇されたのは医師,薬 剤師,高 級将校であった。医師の場合,年 間100～300

ルーブリの俸給に,そ れを上回る生活給が支給され,合 計で1000ル ーブリを越

える場合 もあった。また軍人は,少 佐の場合は月13ル ーブリであったが,騎 兵

大佐は40ル ーブリであ?た 。プリカーズで各種文書の翻訳に従事する翻訳官は

年5Q～100ル ーブリ,技 術者 ・職人の場合は年60ル ーブ リまでの様々な段階が

あったようである56}。

新 ドイツ人村の住民には様々な特権が与えられていたが,法 的にも彼 らはロ

シア人とは若干の点で区別されていた。確かに外国人 もロシアの司法と行政の
ラズリヤロドヌイのプリカ　ズ

支配に服 したが57},た とえば ロシア人士 官が 官 位 庁,司 法庁,封 地庁等

、

cM,B.E,CロpoeqKoBcK胚 銑,rocTH・Cypo》KaHe,NL・JI。1935,cTp.15.

55)rlC3P,T.1,N巨85,cTp.264;3B月 田HueB,`℃ 』060Abゴ',cTp,83-84.

56)LエBeTaeB,npoTecTaHcTBo班HpoTecTaHTb夏,q.1,cTp,272-273;HeqaeBa,

"HHo3eMcKiHcπ060AbI"
,cTp.25;J.T.Fuhrmann,TheOriginsofCapi-,

talisminRussialIndustryandProgressintheSixteenthandSeven-

teenthCenturies,Chicago,1972,pp,221-223.以 上 は 必 ず し も ド イ ッ 人 村

の 住 民 に 限 定 し て の こ と で は な く モ ス コ ー ヴ ィ ヤ に お け る 外 国 人 一 般 の 政 府 に よ る

待 遇 と 解 す べ き で あ る 。(こ の 点 に つ い て よ り 一 般 的 に は,JlaHHO諏a田 凋eBCK磁,

"HHo3eMUH"
,cTp.88-98を 参 照)

ル ー ブ リの 価 値 に う い て 一 言 して お く と,ク リュ チ ェ ー フ ス キ ー は17世 紀 後 半 の

1ル ー ブ リを200年 後 の17ル ー ブ リに 相 当 す る も の と 考 え て い る 。(B,0,K∬H)-

qeBcK舩 ・``PyccK励py6πbXVI-XVIIIBB・BerooTHo田eHH胚kHbIHe田HeMy"

Bero:CoqHHeHu兄,T.VII,M.1959,cTp.227)

57)こ の 点 で ドイ ツ 入 村 は,ハ ン ザ 商 人 の 「ド イ ツ 会 館 」 に 一 種 の 治 外 法 権 を 認 め て い
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様々の官庁の支配に悩まされたのに対 し,外 国人士官(や 国家勤務者)の 場合
イノゼのムスキロ　プリカ　ズ

は 外 国 庁の管轄下におかれ,原 則的には他の官庁の支配を受けることは

なかった58㌔

村内部の生活において,住 民に自治が認められていたかどうかは疑わしい。

B.JI.ス ネギ リョフは,村 内秩序の維持,酒 ・タバ コの密売防止,ロ シァ人

逃亡者の流入阻止等を任務とする 「彼 ら自身の十人長」が存在 したことを根拠

に,村 人あ生活は 「全 く自立的」であったと述べているが59},こ の十人長が外

国庁によって任命される役人的な存在であったことには触れていない6n)。より
ぷソの リスキに　プリカ　ズ

重大なのは,ド イッ人村には,お そらくは外国庁と 外 務 庁 の双方 に責任

をもつ治安責任者たる士族が派遣されていたことである。少 くとも1658年 には

このような士族の存在が確認されている。彼は村内で外国人同士,あ るいは外

国人とロシア人が争わぬよう監視 し,紛 争や殺人事件が起った場合には,軍 人

や国家勤務者は外国庁に,商 人の場合は外務庁に,ロ シア人の場合は然るべ き

官庁に送検するよう指示されていた6u。酒,タ バコ等の密売防止上の責任も彼

にあり,彼 はこのような職務を,お そらくは上記の十人長やス トレリツィなど

を助手として行っていた。

以上は ドイッ人村がモスクワ政府によって手厚く保護されていたことを物語

るものであると同時に,彼 らの村内部での生活が隅々にいたるまでモスクワ的

原理によって律せられていたことをも示している62}。なおモスクワの他の外国

た ノ ヴ ゴ ロ ド方 式 と は ちが って,モ ス ク ワ的 原 則 に 従 って い た 。UBeTaeB,np(ン

T母cTaHTcTBoKIIpoTecTaHTu【 ・q・1・cTp・274・ ポソー、,スキ_●プ1,カ_ズ

58)外 国 か らの 到 来 者(使 節,新 来者)や 商 人 の 場合 は,外 務 庁 ・の 管 轄 で あ る。

た だ し新 外 国 人 村 に は 軍人 が 多 か った た め,全 体 と して は外 国 庁 が 主 た る實 任 官 庁

とな って い た 。 だ が そ れ に 対 し不 満 を もつ村 の 商人 らの要 請 もあ り,1666年 か らは

官 位 庁 が 代 って 監 督 に あ た る こ と とな った 。TaH塞e,CTP.274cπ.

59)CHe田peB,MocKoBcK∬ecm60双u,cTp .214:

60)C.K.Boro分BJIeHcKH面,``1>locKoBcKa兄Me田aHcKaヨcπ060八aBXVIIB" ,Bero:

Hayq"oeHacπe八 ∬eoIMocKBe,M1980,cTp.104.

61)TaM}Ke,cTp.62-63.

62)た だ しモ ス ク ワ政府 や ロ シア正 教 会 当局 が ドイ ツ人 村 内 部 の 紛 争 な ど につ い て,必

ず し も解 決 に積 極 的で な か っ た,・と い う事 情 は指 摘 して お か な け れば な らな い。 だ

が こ れ は,当 時 の モ ス ク ワ国 家 の行 政 能 力 の 問題 で あ って,こ れ を理 由 に村 の 自治
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スロヴオダー スターロスタ ミ『ルスキー●スホード

人村の一つ,メ シチャンスカヤ 村 については,村 の長老が存在 し,村 会 も

機能 していたことが知られているが63),ド イツ人村については,こ の点は史料

がない。

住民が得ていた特権のなかで特に重要なのは宗教的自由であった。モスクワ

政府は宗教的寛容を政策として意識的に実行 したことはなかった。だが多 くの

外国人をひきっけるために,政 府は彼 らが村内において自己の信仰にもとつい

て生活することを黙認した64)。こうして村内には最盛期に三つのルター派教会

と一つのカルヴィン派教会が存在することになった65}。これは西欧で宗教戦争

の荒れ狂っていた時期であることを考えると注目に値する。もっとも政府はカ

トリック教会に対 しては異なる態度を示 した。村内のカ トリック教徒は17世 紀
コ ス チ ヨ 　ル

末 にいた るまでは,自 らの教会 を もうことは許 されなか った6㊦。モ スクワはカ

トリック教徒が ローマ教皇庁のみな らず,ポ ーラン ド王国の手先 として も警戒

して いたか らで ある6η。

それに もかかわ らず,多 くの外国人に とって,モ ス クワの 「宗教 的寛容」 は

大変 魅力 的で あった。 と くに,1689年 に ソフィア政府が,ル イ14世 治世下 のユ

グノーに対 しロシア国境を開放 し,彼 らを受け入れ る旨宣言 した ときは,そ う

に つ い て 語 るべ き で は あ る ま い。cM.UBeTaeB,"rloπo》KeH∬enpoTecTaHToB"

(i),CTP.82-83.

63)Boro冊 孤eHcK曲,"Me皿aHcK朋c茄60瓜a",cTp.74-105.さ らに 後 述23ペ ー ジを 参

照 の こ と。

64)か っ て イ ヴ ァ ン雷 帝 は,教 皇特 使 ポ ッセ ヴ ィー ノが ロ シ ア国 内の ル タ ー派 を追 放 し

て,カ ト リッ クの み を 認 め る よ うに 要 請 した とき,「 わが 帝 国 に は 多 くの 異 教 徒 が

住 ん で い るが,わ れ らは 彼 らの 信 仰 を 許 して い る 。 た だ彼 らは 自 己 の信 仰 崇 わ が 国

民 の 間 に広 め て は な らな い 」 と答 え て,ポ ッセ ヴ ィー ノの 要 請 を 斥 けて い る。 これ

は モ ス ク ワ国 家 の 外 国 人 居 留民 の 信 仰 に 対 す る政 策 の 基 本 と な っ た立 場 で あ るが,

こ れ を 積 極 的 寛 容 策 とは 言 え な い 。Donnert,RuBland,SS.271-272.を みコ タ
よ;さ ら にLエBeTaeB,"口oπo》Ke旧 暇enpoTecTaHToB"(1),cTp.71-72;HeqaeBa,

``レiHo3eMcKiπcJEo60
Abl",cTP36.

65)教 会 の 数 に つ い て は 時 期 に よ っ て ま た 記 述 者 に よ っ て 異 な る 。cM.UBeTaeB,

``noπo》KeH亘e亘PoTecTa}IToB"(1)
,cTp.層80-81;ero瓠(e,npoTecTaHTcTBoH

nPoTecTaHTbl,q.1,cTp.113-114..

66)L瓦BeTaeB,`Tloπo》KeHHenpoTecTaHToB"(1),cTp.72.

67)16・17世 紀 ロ シ ア に お け る カ ト リ ッ ク 教 徒 の お か れ た 状 況 に つ い て はrlHn田,

"HHo3eMuH"
,cTp.280-294、 に 詳 し い 。



20 人 文 研 究 第69輯

であ った。 これは明 らかに,ヨ ー ロッパ制 覇の野望を抱 くル イ14世 を 好ま し く

思わな いソフィア政府の とった,政 治的行動で あった。実 際に宣言に動か され

てや って きたユ グノーがいたかど うか は分 らな い。 だが 宣 言の コ ピー はプ ロ

イセ ンで 独仏 語に翻訳の上,公 刊 されたので,ユ グノーな らず とも,そ の信条

ゆえに苦 しむ者たちの うちに,東 方 の キ リス ト教国 の寛 容に 期待す る者が い

たと して も不思議で はない。 このよ うに して,様 々な宗派の者たちが ロシアに

や って くることとな った681。 だ が過度の期待を抱いてやってきた者は,結 局,

失 望 させ られ る ことになった。 たとえ ば,ブ レスラウ出身のQ.ク ー ル マ ンが

そ うで あ った。彼 は ドイツの神秘思想家 ヤー,フ ・べ 一メの弟子で,そ の熱狂

的な信仰 のゆえに追害を うけ,ヨ ー ロッパ各地 を遍歴 したが,ロ ンドンでモ ス

クワの ことを聞きつけ,こ の約束の 町に変名の下 に姿を現わ した。だが ドイツ

人村 の牧師 も,ク レム リンの正教会 聖 職者 も彼 の言動 に危 険 な もの を感 じと

り,彼 はついに1689年,,弟 子 のノルデルマ ンらとと もに異端 と して焚刑 に処 さ

れた69)。 結 局,モ スクワ政府は ヨー ロッパ人専門家獲得の必要性を宗教 的観点

に優先 させ,そ の限 りで若干の寛容 さを示 したにす ぎなか ったので ある。

ドイッ人村の景観に も一 言 しておかねばな るまい。 当然の ことなが ら,そ れ

は最初か ら ヨーロッパ都市の景観を見せていたわけで はない。 石造建築 の立 ち

並ぶ ドイツ的な町の外観 を伝え る,有 名なオ ラン、ダ人ヘ ン リク ・デ ・ヴ ィッ ト

の銅版画(実 は同国人 シ ョーネベ ックの もの)は1705年 頃 の ものであ る70}。反

対た粗末 な木造家屋の ひ しめ く聚落 を描 くマ イエルベル クの絵は最初期(1661

～1662年 頃)の 姿 を伝えて いる71}。B .B.ネ チ ャーエ ヴァによれば,ド イツ人

村に石造建築が建て られ 始め たの は70年 代 に入 ってか らであ る72)。 ゾ ンマ ーは,

68)TaM⊃Ke,cTp.272-273.

69)HeqaeBa,``HHo3eMcKi兄c孤060Au",cTp,30-31.

70)た と え ば 、BorocmBcK舶,neTp.1,T。1,cTp.115'を み よ 。

71)A恥60MMehep6epra,B甑bIH6blToBblHKapTKHblPocc四XVIIBeKa,H3几

A,C.CyBoP疏H,1903,P町c75(cTp,37)中 村 喜 和 氏 よ り コ ピー を い た だ い た 。 感

謝 し た い 。

72)HeqaeBa,``HHo3eMcK瑚cJlo60双H",cTp.23.
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1684年 の 聖 ミハ エル教会が最初の石造建築で あったと考えて いるが73),い ず れ

にせ よ,最 初の20～30年 は ほとん どが木造家屋か らなる質素な小 都市 にす ぎな

かった。 だが それが ロシアの町 とは異な る外観を示 していた ことも疑いない。

丑。ヅヴェターエフによれ ば,家 屋 は木造であ ったが,様 式は西欧風で,果 樹

園と柵で 囲まれ た前庭 をもち,道 路 も直す ぐで広 く,「 もしゴ ドゥノ・フ期の ド

イツ人村が 『ドイツ小都市』の如 く見えた とすれば,r新 外 国人 村』 は,外 観

と内的構 成か らしてすでに 『ドイツ都市』 の よ うにな って いた」 と記 して い

る74}。 た だ し,道 路は世紀末 になって も舗装 されてお らず,降 雨の際には交通

が極 めて困難で あったことが知 られて いる751。

6

新 ドイッ人村ができた頃,村 とモスクワ市との間には広い空間が横たわって

いた。だが17世 紀末には,モ スクワ市が膨張するとともに,こ の空間は消え,

村は市に呑み込まれていった。それは独立 した居住区であることを止めてしまっ

た。それだけではない。村はこれとほぼ時を同じくして,法 的にもその存在を

止めてしまう。

1699年,モ スクワに一種の都市 自治機関であるモスクワ市庁(ブ ル ミス トル
ヴオエヴオのダ

庁)が 創設 された76》。 モスク ワ市民(ポ サー ド民)は これ により,地 方長官の
スロヴオダ　

司 法 ・行 政 権 か ら 解 放 さ れ た 。 モ ス ク ワ の 外 国 人 村 も,他 の 諸 村 落 と 同 様,市

庁 の 管 轄 下 に 入 っ た 。 ピ ョー トル 政 府 は 外 国 人 た ち に 首 都 内 の 好 む と こ ろ に 家

屋 を 求 め,居 住 す る こ と を 認 め た 。 他 方,ロ シ ア 人 に も外 国 人 村 へ の 居 住 が 許

さ れ た 。 す で に ピ ョー トル 自 身 が 村 内 に,い わ ゆ る レ フ ォ ル ト宮 殿 を 建 て,こ

こ で レセ プ シ ョ ン や 会 談 を 行 い,舞 踏 会 を 催 して い た が77),ロ シ ア 人 高 官 た ち

も 彼 に な ら い,村 や そ の 周 辺 に 競 っ て 家 を 建 て た 。 か くて 市 の 中 心 部 か ら ヤ ウ

73)Somlner,"DerlungeZar",S.71.

74)L工BeTaeB,rlpoTecTaHTcTBoIi羅poTecTaHTbl,q.1,cTp。257.

75)Boro朋 鵬HcK曲,``HeMeUKa分c丑060双a",cTp.227-228.

76)1699年 の都 市 改 革 につ いて は,さ しあ た り60rocmBcK曲,neTp .1,T.III,OrH3

1946,cTp.235-335.を み よ 。

77)Rレ フ ォル トと ピ ョー トルの 関 係 につ いて は さ しあ た りSommer,"Derlunge
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ザ川方 面にむか って,ミ ャスニ ツカ ヤ(現 キ ー ロフ)通 りや 旧バ スマ ンナヤ

(現 カール ・マルクス)通 り,新 バ スマ ンナヤ通 り,ボ クロフカ通 りに沿って,

壮 大な石造建築群が 立ち並ぶ ことにな った。

ドイツ人村は このよ うに してその短い歴史に終止 符をうった。以後 ただ その

記憶だけが,一 本の道路につけ られた名称 とともに,民 衆の心 に留 め られ るこ
「

,

とにな ったのであ る。

7

17世 紀 の モ ス ク ワ に は 他 に も 外 国 人 村 が あ っ た 。 と くに 地 理 的 理 由 か ら か,

ポ ー ラ ン ド人 や リ トワ 人,ま た 白 ロ シ ア 人 に 関 係 す る 村 が 多 か っ た 。

ま ず ス タ ロ パ ン ス カ ヤ 村 。 「パ ン」 と は 主 に ポ ー ラ ン ド人 や リ ト ワ 人 を さ す

言 葉 で あ る 。 こ の 村 は ヴ ォ ロ ン ヅ ォー ヴ ォ 原 の ス ィ ロ ミ ャ ー トナ ヤ 村 と メ リテ ー

チ ナ ヤ 村 の 間,今 日 の チ カ ロ ー フ ス カ ヤ 通 り 付 近 に あ っ たX。 す で に1620年 に

この 地 区 に 何 軒 か の 外 国 人 家 屋 が 記 録 さ れ て い る が,1638年 に な る と そ れ は52

軒 に 増 え て い た 。 う ち1軒 は ド イ ツ 人 の 家 で,他 の 多 く は ポ ー ラ ン ド人 と リ ト

ワ 人 の もの で あ っ た と い う 。 彼 ら は 新 ドイ ツ 人 村 建 設 後 も こ こ に 留 っ て い た が,

ロ シ ア 人 と民 族 的 に 近 か っ た こ と な ど も あ っ て ,急 速 に そ の 独 自 性 を 失 っ て い っ

・た78,。

ザ モ ス ク ヴ ォ レ ー チ エ の ヤ キ マ ン カ(現 デ ィ ミー トロ フ)通 り 沿 い に,も う

一 っ の ポ ー ラ ン ド人(パ ン ス カ ヤ)村 が あ っ たXI 。 こ こ に は 白 ロ シ ア 人 や イ ギ

リ ス 人,オ ラ ン ダ 人 も住 ん で い た 。 住 民 の 多 くは 軍 人 だ っ た が,士 官 ク ラ ス の

者 は 少 な か っ た と 言 わ れ て い る 。 こ の 村 も ス タ ロ パ ン ス カ ヤ 村 同 様,18世 紀 に

は そ の 民 族 的 特 性 を 失 っ て い た79)。

Zar"SS.77f.を み よ。

78).3BHrHH叫eB,`℃ 」lo60双H",cTp.85;CHer臓 逸B,MocKobcK翼ecπ060江H,cTp.201

ツ ヴ ェ タ ー エ フ 及 び ボ ゴ ヤ ヴ レ ンス キ ー に よれ ば,こ れ は 、14HO3eMCKaHC孤060Aa

と呼 ば れ た 。UBeTaeB,npoTecTaHTcTBbKnpoTecTaHTH,q.1,cTp249;Boro・

5五B皿eHcKH益,``HeMe叫KaHcJlo60双a",cTp.231.

79)3B分rHHueB,』`℃ ∬060皿H",cTp.85;CHempeB,瓢ocKoBcKKec皿060AH,㏄p.202-

20り.
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モス クワの北部,ゼ ム リャノイ ・ゴロ ドの ス レーチェ ンスキエ門の外側,今

日メ シチ ャンスカヤ通 りの ある付近 にあったメ シチ ャンスカヤ村 も,ポ ー ラン

ド人 と関係が 深か った別。「メ シチ 干ニ ーン」は17世 紀 に は,町 人一 般で はな

く,ポ ー ラン ド・リトワの都市 民を意味 した8。}。この村 は1670～1671年 に成立

した。1654～1667年 の ポー ラン ド。ロシア戦争 終結後,ポ ー ラン ド,リ トワ,

バ ル ト海沿岸地方 か らの捕虜が 多数流れ込んできた ことと関係が あ る。 ボゴヤ

ヴ レンスキーによ ると,1676年 時点 で,村 には570戸,674人 の住 民が登録 され

て お り,1684年 に は,そ れが844戸 に,1691年 に は878世 帯(xo3∬ 配TBo)に 増 加

して いた とい う81)。住 民の多 くはポー ラン ド国家領内の白 ロシア人 であった。

彼 らは外 務庁 を介 して 「ツ ァー リの保 護」 や様々な特 典を得,独 自の選出長老

と種 々の下 級職の下 に一定 の 自治を も=亨受 していたが,国 庫か ら課 され る諸義

務は重 く,ま た外 務庁か ら派遣 され る治安責任者た る士族の支配を強 くうけて

いたので,そ の生 活条件 はモズ クワの一 般のポサー ド共同体に比 し,そ う恵ま

れた もの とは言えなか った。また住民の多 くが 早 くか らロシア化 していた こと

もあ って,外 国人 村 としての特性が 強 く発揮 され ることもなか った82),こ の村

にはユ ダヤ人 移住者の一 団 も住 んでいたが,こ れはモス クワにおけ る最初のユ

ダヤ人集団であ った可能性があ る83)。

モ スクワの東部,ゼ ム リャノイ ・ゴロ ドの外側,ヤ ウザ川左岸の 旧ニ コロ ・

ヤムスカヤ(現 ウ リヤ ーノフス カヤ)通 り付 近に,ギ リシア人 村が あった∬ 。

規模 は分 らな いが,比 較的小 さな聚 落であ ったと考え られ る。確かにモス クワ

には少なか らざるギ リシア人が いた。・と くに コンスタ ンティノープル陥落(14

80)C孤oBapbpyccKoro肥bIKaXI-XVIIBB,BHIL19,lM.1982,cTp.144.

81)Boro朋 πeHcKK且,"瓢e皿aHcKa兄cm60Aa",cTp.25,39,127,128ド た だ し,cTp.76

で は1676年 時点 で560戸 と して い る。 また ボ ゴヤ ヴ レ ンス キ ー は,1930年 の 論 文 で

は1684年 時 点 の 戸 数 を692と して い た。C.K.BoroHB聡HcK曲,"瓢ocKoBc畷e

cπ060皿b田coTHHBXVIIB.",B:MocKoBcKH茸Kpa員Beroπpo田 πoM,q.2,瓢.

1930,CTP.124. ,

82)瓢e取aHcKa兄cπ060Aa1に つ いて は最 近 出 版 され た ボ ゴヤ ヴ レ ン スキ ー の 研 究(注

60)が 極 め て豊 富 な情 報 を伝 え て くれ る。 この 村 につ い て は今 後 特 別 の 考 察 が 必要

で あ る。

83)3B兄rHH叫eB,`℃ 諏060双H",cTp.85.
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53年)以 後 モスクワにや って来た ギ リシア人聖職者は暖か く迎えいれ られた。

だが ギ リシア人商人の場合 は別で あった。彼 らの活動 はウクライナの プチー ブ

リを中心 とす る南 ロシアに制限 され た。 それ ゆえモスクワにおけるギ リシア人

の数は過大に評価 されてはならない。ギ リシア人 居住区 は,市 の 中心部 キタイ ・

ゴロ ドのニコー リスカヤ(現10月25日)通 りに もあったことが知 られて いる84)。

ザ モスクヴ ォレーチエの現 トルマ ーチェフスキー横町付近に あった トルマー

ツカヤ村について も触れておかねばな らないXlv。 これは外国庁や外 務庁なξい
トル マ 　 チ

くつかの官庁に所属する通訳官の多 くが住む村である85}。モスクワに通訳官の

ための特別の聚落が存在していたことは,こ の時期のモスクワが諸外国と活発

な交流を行っていたことの一つの証左になりうる。コトシーヒンが伝えるとこ
ペレヴオ　チキ トルマ　チ

うによると,外 務庁だけで1660年 代の初めに,50名 の翻訳官と70名の通訳官を

抱えていたことが知られている86)。だがそのうちの何名が外国人であり,村 に

住む外国人は何人ほどいたのかは分 らない助。

8

16・17世 紀のモスクワに様々な外国人村が存在 していた・という事実は,ロ シ

アが ピョー トル以前に相当程度西欧文明に接 していたことを示 している。 この

ことは17世 紀後半のロシアに住んでいた外国人の数からも判断できる。 もちろ

84)TaM》Ke,CTP.86.

85)TaM兆e,

86)r.KoTol皿 亘xHH,OPoccH班BuapcTBoBaH賑eAハeKce兄IMHxa伽oB四a ,H3汲.

40e,Cn6.1906(Slavi合ticPrintingsandReprintings.126,Mouton

4969),CTP.86.

87)BoroHB皿eHcKH営,``IMocKoBcKHec』060双bI",cTp。124に よ る と,・ぜム リヤ ノ イ ・

ゴ ロ ド内 の トヴ ェ ール ス カヤ(現 ゴ ー リキ ー)通 り と小 ド ミ トロ フカ(現 チ ェ ー ホ

フ)通 りの 間 の 土 塁 付 近 に も ドイ ッ人 村 が あ った と され て い るが(XV),詳 細 は 不

明 で あ る。rl.B.CロTKH,143批ToPHK瓢ocKoBcKHxy∬ 瓢'H3几TPeTbe'瓢'

1958,cTp.417に よ る と,17世 紀 に こ こに 外 国 使 節 の 宿 泊 施 設'rlyTeB磁rIoco一

茄CKH員 畑gpが 存 在 した とい うが,何 らか の 関 連 が あ っ た か も しれ な い 。

末 尾 の 地 図 に は ク リ ミア汗 国 か らの 外 交 使 節(彼 らに は 多 数 の 商 人 が 同行 して き

た)の 宿 泊 施 設 ク リ ミア館(XVI)と タ タ ール 人 の 村,(不 詳)(XVII)の 位 置 も示

して お い た 。
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ん正確な統計資料があ るわけではない。だが1671年 か ら1673年 に かけて ロ シア

を訪れ たクール ラン ド生れのヤー コブ ・ロイテ ンフ ェルスは,ロ シアに住む西

欧人の 数を全部で18000人 と伝 えて いる とい う8δ}。この数 字 は相 当に誇 張 され

たもの と考 え られ るが,プ ラ トーノブが17世 紀 末の ロシアにいるオ ランダ商人

だ けで300人 以 上,モ スク ワに住 む外 国商入 を1000人 以 上,ま た1696年 時 点で

の外国人将軍及 び士官(少 尉補を含む)を954名(騎 兵隊231名,歩 兵隊723名)

と見積 って いると ころか らも89),モ ス クワにお ける外国人の存在 と活動は無視

しえぬ もので あったことは疑 いない9の。

この点 につ いて プラ ト,一ノブは次の ように述べて いる。「ロシア歴 史学 は,

17世 紀 のモス クワにおける文化 輸入の研 究のための膨大 な資料を もってい る。

ピョー トル大帝以前の ロシアの生 活のr停 滞性』やr化 石状 態』 に関す る古 い

観念は,す でには るか以 前にお蔵入 りして しまった。911ゴプ ラ トー ノ フの 半世

紀以上 も前の この指摘に本稿の筆者 も賛成である。

だが ここで最後に触れておかなければな らない ことが ある。本 稿の如 きテー

マを扱 う際に ,モ スクワ国家に対す る西欧文明の影響力が 逆に過大 評価 されや

すい,と いう事情に関 してであ る。た とえば東 ドイツの研究者P.ホ フマ ンは,

先 にあげたE.ア ム ブルガーの 著書に対す る書評のなかで92),本 書 で 扱 われ た

88)V.Gittermann,GeschichteRuBlands.Bd.∬,Frankfurt/Main1965.

S,15の 伝 え る と ころ に よ る 。

89).nJIaToHoB,1vlocKBa盟3aHa双,cTp,129,133.

90)Boro兄B』eHcK曲,"瓢ocKoBcK肥c皿060双 ロ",cTp.1271に よ れ ば,17世 紀 中 葉 の モ

ス ク ワに は,約150のcm60Aaに 全 部 で20,000戸 を 少 し越 え る .c刀060AcKoe

HaceπeHHeが 居 たが,う ち 外 国 人 は500戸 で あ っ た 。Fuhrmann,Originsof

Capiちalism,pp。218-219は 興 味深 い計 算 を して い る。1670年 の ロ シ ア に は2700

人 の将 校(現 役 ・退 役 を 含 む),23Q人 の マ ニ ュ フ ァ クチ ュア 労 働 者,400人 の 商 人

(う ち100人 は オ ラ ンダ人),130人 の職 人,技 術 者,時 計 工 …,150人 の 翻 訳 者,官

吏,30人 の マ ニ ュ フ ァク チ ュ ア経 営 者,企 業 家,12人 の 医 師,薬 剤 師,天 文学 者 の

計3650人 の外 国人 が(少 な め に見 積 って)居 た と い う。 ただ し典 拠 は明 らか で な い 。

またFuhrmannが 一般 的 に数 字 の 扱 い に,雑 な と こ ろの あ る こ と も気 にな る と こ

ろで は あ る 。

91)nJlaToHoB,MocKBaH3ana八,cTp.61.

92)JahrbuchfUrGeschichtederSozialistischenLanderEuropa母,Bd.15/1,・

1971,SS.233_237.
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ようなテーマについて,「一見 して政治的評価の彼方にあり,完 全にr純 粋』

科学の領域に属しているようにみえるが,実 は,こ の見かけは人を欺 くもので

ある」と述べているのがこのことと関連 している。ホフマンは続けて次のよう

に述べる。「とくに17世 紀及び18世 紀前半にロシアにやってきた外国人専門家

の意味は,過 少に評価されてはならない。だが人はまたそれを,西 と東の文化

落差とか他のこの種の構想のなかで,過 大評価すべきではない。」彼によれば,

アムブルガーが 「一方的で,そ れゆえに誤った解釈」に達 しているのは,彼 が

西欧人の 「募集」 という側面にのみ注意を集中して,こ れ らの外国人が ロシア

において実際にどのように行動 したのかにはあまり関心を示 さず,ま たロシア

史全体の流れのなかで考察することを怠っているか らであるという。

ソヴェトの研究者が一彼らはそもそも本稿で扱ったようなテーマに積極的な

関心を示さないのだが一 このテーマにむかうとき,も っぱら,外 国人村が ロシ

ァ社会において決して模範的な存在ではなく,ま たその影響力 も大きくはなかっ

たことを示そうどしている93}のも,こ れとの関連で興味深い。確かに,た とえ

ばプラトーノブが,西 欧の外国人が ロシアに多大な影響を与えたことを指摘 し

ながら,次 のように記すのを見るとき,ソ ヴェトの研究者が上記の如き立場に

固執しようとするのも十分に理解できるのである。プラトーノブは言 う。「こ

うした外部からの影響は,二 点において反駁しえないように思えた。第一に,

外国人はモスクワ人以上に知識があり,能 力があった。好むと好まざるとにか

かわらず,彼 らを教えるのではな く,彼 らから学ばなければならなかった。第

二に,彼 らはより以上に自由で,陽 気な生 き方をしていた。古くさい,ビ ザン

ッ風の禁欲主義的抑圧の下に,モ スクワの聖職者は生活の健康な喜びのあらゆ

る発現を しめ出 していた…94)」

外国人一般に知識や能力があるかのような見解は,お そらくソヴェトの研究

者の容認しえないところであるだけでなく,事 実にも反 している。本稿の筆者

93)と くにBoro冊 冴eHcK磁,"HeMe皿KaHcm60双a"論 文1こ この よ うな 志 向 が 強 い 。

94)n汀aToHoB,ヱ 〉10cKBaK3aHa双,cTp.60.
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は,一 方では本稿で取りあげた如きテーマの重要性を強 く感じなが ら(と いう

のも,ロ シアにおける外国人の存在の意味を問い,彼 らに対す るロシア政府と

国民各層の態度をさぐることは,ロ シア社会そのもののあり様を逆に照らしだ

して くれるであろうからである),他 方でその研究方法と態度においては慎重
唱

でなければならないと思っている。
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